平成２８年度第２回大阪府立学校腎検診判定審査会
日　　時：平成２８年１２月１日(木)１７：００～１９：００ 
場　　所：大阪府立急性期･総合医療センター　本館３階第５・６会議室
出席状況：４名（椿原会長、勝二委員、芦田委員、伊賀委員）
【事務局】大阪府教育庁教育振興室保健体育課　指導主事　本田
１　開会

２　挨拶　　

３　議事

（１）一次精密検診受診者の判定について（９５～２５４及び経過報告者）　　
二次検査結果において尿蛋白クレアチニン比0.15以上の児童生徒等に対し、同審査会
にて作成した腎専門医及び協力施設リスト中の病院に受診指導の上、受診後の結果報告書に基づき同審査会にて適切な指導がなされているか判定する。

①非専門施設受診の児童生徒について（１０名）
・A～Gについては、追加指示なし。
・H～Jについては、追加指示はないが、管理区分は「E」とする。

　　
　②専門施設を受診し、管理区分「D」以上の児童生徒について（１６名）
・Kについては、治療方針未定にて「D」区分であるため、治療方針決定後の管理区分を

確認すること。
・Lについては、追加指示なし。

・Mについては、腎生検後の管理区分の確認をすること。
・Nについては、腎生検後１ヶ月は「B」区分であったが、１ヶ月後には「E可」となっており追加指示なし。
・Oについては、障がいによる「C」区分であり、追加指示なし。
・Pについては、腎機能正常であるが「D」区分であり、その後、受診の予定もないことから、「E」区分への変更について主治医に手紙を出す。
・Qについては、疾患による腎炎で「D」区分であり、追加指示なし。
　　・Rについては、５カ月後に再診し、腎生検も視野に入れていることから追加指示なし。
・Sについては、心疾患にて「D」区分であり追加指示なしだが、１日尿蛋白の単位の間違いの可能性あり。
・Tについては、紫斑性腎炎ということで11月から治療が開始される。現段階では管理区分の記載はないが、治療経過の中で管理区分を確認すること。
・Uについては、「D」区分であるが、運動部活動への参加が可能とのことから、管理区分の確認をすること。
　　・Vについては、クレアチニンが少し高いが、元々腎疾患で定期的に受診し、服薬にて治
療中であることから追加指示なし。
・Wについては、「D」区分であるが、水泳可、持久走も可能であり、実質「E」区分である。ただし、主治医からは「脱水注意」と記載があり、本人への指導のため、「D」区分にしている可能性もある。本人には学校から指導するため「E」区分にと主治医に問い合わせをすること。併せて、随時尿と１日尿蛋白の数値に乖離があるので確認をすること。
・Xについては、軽症の慢性腎炎であるが「D」区分である。保護者が他の病院受診について検討中とのことであるが、本病院に半年後受診せず、他の病院を受診する場合は、専門医に受診するよう指導をすること。
・Yについては、腎生検後の管理区分の確認をすること。
・Zについては、治療方針未定にて「C」区分であり、治療方針決定後の管理区分の確認をすること。
③その他の生徒について（８名）

　　・AAについては、クレアチニンが少し高値なため、すぐにではなくても良いが、再度、

専門施設の専門医に受診をするよう指導をすること。
　　・ABについては、肥満にて３カ月後再受診の指示があり追加指示なし。
・ACについては、第１回審査会の対象で経過報告である。その後、再診し、今後も定期
的に経過観察があるとのこと。 

　　・AD～AGの４名は１日尿蛋白、AHについては尿クレアチニンの数値・単位の確認をす

ること。
④専門施設を受診し、「管理不要」となった児童生徒について（１３名）
　　　運動制限はないが、次年度も管理してみていくため、管理不要の生徒については要管理
区分「E」とする。
　　※その他の児童生徒については、特に追加指示なし。
　　
　　　
４　閉会
